
子どもが交通事故にあうのは、次の 4 つの原因が大半を占めています。 

・道路への急な飛び出しをしたとき ・車の直前直後を横断したとき ・路上で遊んでいるとき 

・道路を渡るとき 

子どもの交通事故は、ご家庭での指導によって減少させることができます。 

＊命の大切さを機会あるごとに教えること ＊くり返し教えて習慣化すること ＊保護者の方は、いつ

でもどこでも正しい交通ルールを守ること この 3 点を心がけ、交通安全へのご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。                        

交通指導員(西田・垣見・宮下) 
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① どうろへはとびださない 

道路
どうろ

を渡る
わた

前
まえ

は、必ず
かなら

一度
いちど

止まりましょう
と

。 

②くるまのまえやうしろをわたらない 

横断
おうだん

歩道
ほどう

を渡る
わた

ようにしましょう。 

③どうろではあそばない 

車
くるま

が入って
はい

こない場所
ばしょ

で遊
あそ

びましょう。 

④あかしんごうではわたらない 

赤
あか

は止まれ
と

。黄色
きいろ

や青
あお

のピカピカは、もうずぐ赤
あか

になる合図
あいず

なので渡らない
わた

ようにしましょう。 

 


